
聖書は世界一のベストセラーとされていると聞く。数多くの言語に翻訳され、世界中で手に入れることができる。私が行ったアフリカは特にキリスト教が布教された地域だ。アフリカには多くの言語があり、ほとんどの言語に文字がない。それを様々な努力で文法を解析し、文字化した伝道師の努力は尊敬すべきものである。私はアフリカでは多く話されているスワヒリ語の聖書を持っているが、ヨハネの黙示録は少しよんだだけである。このスワヒリ語でも方言があり、それで書かれた聖書もあると聞く。日本では外国語の聖書は高い。しかしアフリカでは聖書は安いし、ほかに小さな薄い本で聖書の言葉を書いたものが結構ある。あるときタンザニアの教会の礼拝式に参加したことがある。そこである部族語で書かれた聖書が売られていた。思わず買おうと思ったが、今一つ気持ちが定まらず、買わなかった。その聖書を見せてもらったが、ローマ文字で書かれたものであり、その言語は多分文字のない言語であろうと思った。さらに私はアラビア語も勉強していたので、アラビア語の聖書もあるのかと思いさがしたところあった。イスラム教の経典のコーランはアラビア語のみで書かれたものしか認めていない。同じスワヒリ語が通じるコンゴには２年前に首都キンシャサに行ったことがある。その際教会を訪れたことがあり、そこで絶叫する説教を聞いた。当然今後ではリンガラ語やフランス語の聖書があるはずだが、それを売りに来ているのもなかった。では書店に行こうと思ったが、借りた車を止める場所も市内は大渋滞で車を止める場所もなく、また外国人がほとんど歩いていないので、降りて歩くのも何となく気が引けてしまいいけなかった。運転してもらった運転手に頼めばよかったのだが、思いつかかった。リンガラ語もローマ字が使われているので、その聖書を見たかった。日本人は海外に留学しても、このキリスト教のことが良く分かっでいないので、欧米の世界の習わしがよくわからないとされている。私も同じく知識がない。だが日本でアフリカ人の行く教会にいったことがあるが、やはりそこでの一体感が何とも言えないものであるとおもった。こうした日本ではあまり知られてない言語に翻訳された聖書は日本で買うのはむずかしい。ただこうした言葉に翻訳した聖書をたくさん見てみたい。
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